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Ⅰ．調査概要
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• 調査目的
– 2019年10月12日～13日にかけて発生した台風19号は，大雨特別警報
が発表されたり，国内の多数箇所で浸水被害や土砂崩れが発生したこ
とで，全国で多数の犠牲者が発生した．本調査では，この台風19号に
対して，宮城県内における被災住民の当日の避難行動の実態を把握す
ることを目的とする．本調査の対象や内容は限定的なものであるため，
緊急的調査とし，速報性を意図し，今後別途詳細な調査を実施する．

• 調査対象
– 宮城県大崎市鹿島台（50名）・大郷町（50名）・丸森町（104名）の台風

19号での浸水・土砂災害エリアに居住していた住民

• 調査方法
– 調査方法：調査対象地域の被災住宅や避難所において，対面聞き取り
式・質問紙調査

• 調査期間
– 2019年10月26日～11月4日
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Ⅱ．回答者の属性
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Ⅲ．調査結果
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１．（10月12日の直前まで）台風や大雨によってご自宅が浸水または土砂災害の被害をうけると思っていましたか．

■大崎市鹿島台では7割近くが，大郷町では5割近くが，浸水や土砂災害による被災リスクを認識していた．
■丸森町では2割程度にとどまる．

25

11

10

9

12

14

3

5

1

5

4

12

8

18

66

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大崎市鹿島台

大郷町

丸森町

思っていた どちらかといえば思っていた どちらともいえない どちらかといえば思ってなかった 思ってなかった



©2019 IRIDeS, Tohoku University, Kahoku Shimpo Publishing Co.

Ⅲ ．調査結果
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２．過去の台風・洪水災害でお住まいの地域で被害があったことを知っていましたか．

■8.5水害，関東・東北豪雨は，いずれの地域でも認識率が高い．
■カスリーン台風とアイオン台風は，大崎市鹿島台では6割と他地域に比べて著しく高い．
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Ⅲ ．調査結果
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３．（10月12日よりも前に）台風・大雨に備えて避難場所を決めていましたか．

■大崎市鹿島台，大郷町は8～9割の回答者が事前に避難場所を決めていた．
■丸森町は，回答者の3～4割にとどまる．
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Ⅲ ．調査結果
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４．ハザードに対する認識

■「ハザードマップを見た」人
の割合は，いずれの地域も同
程度（上図）．

■住まいが，想定ハザードの
対象エリア内か否かを認識し
ていた人の割合は，大崎市鹿
島台で8割，大郷町と丸森町
では6割（下図）．
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避難行動など
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Ⅲ ．調査結果
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５．避難の有無や避難先

■大郷町と大崎市鹿島台は，自宅ではない安全な場所に避難した人が最も多い（大郷町では9割，事前の水平避難）．
■丸森町では，自宅の2階以上への避難した人が5割（垂直避難），避難しなかった人が3割と，自宅に取り残された人が多い．
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Ⅲ ．調査結果
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6．避難開始のタイミング

■避難の開始は県北（大崎市鹿島台，大郷町）の方が早い．県北では12日20時までに6割がが避難を開始していた．
■大郷町では，14時代に高齢者等避難開始・避難準備情報が発令されたタイミングとともに避難を開始する人が増えている．
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Ⅲ．調査結果
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7．避難した理由（MA）

■大郷町では，他の地域とは異なる傾向．「市町からの避難情報」「家族・知人が避難するように呼びかけ」「過去の水害を思い出した」
「近くの堤防が壊れたり水が溢れたりすると思った」の順に高い．
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Ⅲ．調査結果
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8．避難した理由のうち「過去の水害を思い出したから」の内訳

■大崎市鹿島台と大郷町でのみ，カスリーン台風とアイオン台風のことが思い出されていた．
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Ⅲ．調査結果
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9．避難した人の避難先

■大崎町では，指定避難場所（当該エリアでは，大郷町幼稚園）が最も多い．
■いずれの地域でも，2～3割が親戚・友人宅を頼りにしていた．丸森町では，「たどりつけなかった」が最も多い．
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Ⅲ．調査結果
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10．避難しなかった理由（MA）

■丸森町では「浸水すると思わなかった」が7割を超える．
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Ⅲ ．調査結果
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11．主な情報源

■いずれの地域でも，テレビと携帯電話・スマートフォンが主な情報源になっていた．
■大郷町では，屋内・戸別受信機での情報収集が6割を超える．
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■本調査は、 東北大学災害科学国際研究所、河北新報社による共同調査研究です。
■引用、転載にあたっては、同2者の名称と、その共同調査研究であることの出所を明記して使用してください。
■ご不明な点など、問い合わせについては、お手数ですが下記までご連絡をください。
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